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久松　猛　議員

文
科
省
通
知
「
学
校
施
設
の
非

構
造
部
材
の
耐
震
対
策
の
推
進

に
つ
い
て
」
の
活
用
に
つ
い
て

文
科
省
通
知
「
学
校
施
設
の

非
構
造
部
材
の
耐
震
対
策
の

推
進
に
つ
い
て
」
を
受
け
、
学
校

施
設
等
の
非
構
造
部
材
の
耐
震
化

計
画
の
策
定
及
び
そ
の
対
応
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
で
は
、
天
井

が
高
い
屋
内
運
動
場
等
で
、

天
井
材
、
照
明
器
具
等
の
非
構
造

部
材
の
落
下
に
よ
る
被
害
等
が
発

生
し
て
お
り
、
非
構
造
部
材
の
耐

震
化
の
重
要
性
は
認
識
し
て
い

る
。

　

学
校
施
設
の
耐
震
化
計
画
に
つ

い
て
は
、
ま
ず
は
学
校
施
設
本
体

の
耐
震
補
強
工
事
や
改
築
工
事
を

最
優
先
し
て
、
平
成
27
年
度
末
ま

で
に
耐
震
化
率
100
％
を
目
指
し
取

り
組
み
、
本
体
の
耐
震
補
強
工
事

の
完
了
の
め
ど
が
つ
き
次
第
、
実

態
を
調
査
し
、
非
構
造
部
材
の
耐

震
化
計
画
を
策
定
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

そ
の
際
、
文
科
省
の
通
知
で
紹

介
さ
れ
て
い
る
財
政
支
援
制
度
を

質
問

教
育
部
長

積
極
的
に
活
用
し
、
で
き
る
だ
け

速
や
か
に
対
応
し
て
ま
い
り
た

い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

・
基
本
計
画
を
見
直
し
、
常
名
運

動
公
園
用
地
は
用
途
変
更
を

・
児
童
ク
ラ
ブ
の
４
年
生
受
入
れ

の
課
題
と
対
応
に
つ
い
て

・
国
庫
補
助
対
象
と
な
っ
た
も
の

を
就
学
援
助
の
給
付
対
象
に

国
民
宿
舎「
水
郷
」に
つ
い
て

教
育
施
設
に
お
け
る
太
陽
光

発
電
に
つ
い
て

筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク
構

想
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て

栁澤　明　議員

国
民
宿
舎
「
水
郷
」
の
将
来

的
な
財
政
負
担
は
、
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
上
で
の
こ
と

か
。
再
建
に
つ
い
て
、
市
長
の
基

本
的
な
意
向
を
改
め
て
伺
い
ま

す
。

国
民
宿
舎
「
水
郷
」
に
つ
い

て
は
、
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
の

多
様
化
や
施
設
の
老
朽
化
に
よ

り
、
宿
泊
率
は
平
成
22
年
で
34.5
％

と
低
迷
し
、
経
営
的
に
は
こ
こ
12

年
間
で
約
７
億
１
千
７
百
万
円
を

一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
す
る
状

況
で
、
震
災
に
よ
り
休
業
を
余
儀

質
問

市
長

な
く
さ
れ
、
宿
泊
棟
の
解
体
を
進

め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

私
は
、
民
が
で
き
る
こ
と
は
民

に
任
せ
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
民

間
事
業
者
に
よ
る
専
門
的
経
営
視

点
に
立
っ
た
施
設
の
整
備
や
運
営

に
つ
い
て
、
複
数
の
事
業
者
に
協

議
、
打
診
を
行
っ
て
き
た
が
、
観

光
宿
泊
の
厳
し
さ
を
指
摘
さ
れ
、

施
設
整
備
へ
の
投
資
や
資
金
計

画
、
運
営
形
態
等
に
つ
い
て
協
議

し
て
い
る
が
、
結
論
に
は
至
っ
て

い
な
い
。

　

解
体
後
の
宿
舎
の
在
り
方
は
、

民
設
民
営
を
基
本
と
し
熟
慮
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
お
り
、
将

来
の
財
政
負
担
に
も
十
分
に
考
慮

を
し
つ
つ
、
中
長
期
的
視
点
に

立
っ
て
検
討
を
す
べ
き
事
業
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

な
お
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
は
、ど
の
よ
う
な
建
物
か
、

ま
た
、
施
設
の
中
身
が
わ
か
ら
な

い
段
階
で
は
難
し
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

・
市
庁
舎
移
転
に
つ
い
て

国民宿舎「水郷」

福田一夫　議員

土
浦
市
の
教
育
施
設
の
多
く

に
太
陽
光
発
電
を
設
置
し
て

い
る
が
、
設
置
の
目
的
、
削
減
さ

れ
た
電
気
料
金
、教
育
的
な
効
果
、

耐
用
年
数
を
含
め
て
、
今
後
の
課

題
を
伺
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
二
酸
化
炭
素
削

減
に
よ
る
地
球
温
暖
化
対
策

や
児
童
生
徒
へ
の
環
境
教
育
を
目

的
と
し
て
、
12
の
小
・
中
学
校
に

太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し
て
い

る
。

　

真
鍋
小
学
校
の
発
電
出
力
は
10

キ
ロ
ワ
ッ
ト
、
他
の
学
校
は
20
キ

ロ
ワ
ッ
ト
の
設
備
で
、
現
在
施
工

中
の
第
二
中
学
校
で
は
20
キ
ロ

ワ
ッ
ト
、
土
浦
小
学
校
は
50
キ
ロ

ワ
ッ
ト
、
新
治
地
区
公
民
館
で
も

44
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
設
備
導
入
を
予

定
し
て
い
る
。

　

太
陽
光
発
電
に
よ
る
電
力
は
、

学
校
で
使
用
し
て
い
る
が
、
そ
の

効
果
は
、
年
間
約
１
割
の
使
用
電

力
料
金
の
削
減
で
、
太
陽
光
発
電

パ
ネ
ル
の
耐
用
年
数
は
、
こ
れ
ま

質
問

教
育
部
長

で
の
導
入
実
績
か
ら
、
20
年
程
度

と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

太
陽
光
発
電
を
設
置
し
た
学
校

で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
日
常
的
に

発
電
に
つ
い
て
学
習
で
き
る
設
備

を
設
け
、
ま
た
、
外
部
講
師
等
に

よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
習
を
進
め
る

中
で
、
太
陽
光
発
電
の
意
義
や
効

果
、
そ
の
他
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

全
般
に
つ
い
て
学
習
を
進
め
て
い

る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

・
太
陽
光
発
電
に
よ
る
売
電
及
び

屋
根
貸
し
に
つ
い
て

・
市
民
懇
談
会
に
お
け
る
市
民
の

要
望
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て竹内　裕　議員

土
浦
市
は
、
こ
れ
ま
で
筑
波

山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
検

討
委
員
会
に
参
加
し
て
き
た
の

に
、
な
ぜ
筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー

ク
推
進
協
議
会
に
加
盟
し
な
か
っ

た
の
か
伺
い
ま
す
。

ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
教
育
活
動

や
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
に
利

質
問

市
　
長

公
室
長


